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ラジアル ドリフ トを伴 うDLAバターンの変化をシミェレ-シFンとくりこみ群によ

って調べた｡中心に置かれたシー ド粒子の方向にバイアスしたランダムウオークによっ

てシミ>レーシ EZンをおこなった｡ ドリフ トの増加に伴ってバターンはDLAフラクタ

ルからdenseradialaggregationへ とクロスオーバーしてい く く図 1)｡ ドリフ トの強

さPとクロスオーバー長 亡との関係は図2に示 した｡ クロスオーバー長 Eは次式のよう

にスケールされる｡

〔 ～ p-1/df (1)

ここで df はDLAのフラクタル次元を与える｡

これは電折におけるDLAフラクタルからdenseradialasgregationバターンへのクロ

スオーバーと密接に関係 しているものと考えられる｡

DLAフラクタルを臨界現象として定式化するために次の散逸エネルギーを考える｡
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(2)

(3)

(3)式はconyectiyediffusionequ8tionを与える｡

適当なdecimationhethodによってcoarse-grainingを行なうと､パラメーターDとu

はrenormalizedyalue D',u'に変換 される｡

D'=RD (D･u) u'=Ru (D,u) (4)

これは D*jt0,uも O で固定点を与える (図 3)｡ 相関距離は ∈～u-i/do

とスケールされる｡ここで､ do はDLAの表面 フラクタル次元を･しめす｡ この結果は

シミュレーシ Fンの結果 (1)と一致する｡
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